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担
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課
自
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1
３

2
３

担
当

課
委

員

○

瑞
浪

市
市

民
ま

ち
づ

く
り

会
議

　
　

取
組

検
証

（
評

価
）
シ

ー
ト

【
検

証
す

る
取

り
組

み
名

】
【
検

証
す

る
取

り
組

み
名

】
【
検

証
す

る
取

り
組

み
名

】
【
検

証
す

る
取

り
組

み
名

】
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

を
対

象
と

し
た

応
急

手
当

の
普

及
啓

発
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

を
対

象
と

し
た

応
急

手
当

の
普

及
啓

発
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

を
対

象
と

し
た

応
急

手
当

の
普

及
啓

発
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

を
対

象
と

し
た

応
急

手
当

の
普

及
啓

発

委
員

評
価

◎
取

組
推

進
方

針

【
内

容
／

ｽ
ｹ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾙ

／
方

向
性

】
取

組
内

容
に

つ
い

て
、

目
的

達
成

、
課

題
を

解
消

し
て

い
く
こ

と
が

で
き

そ
う

か
。

　
５

．
　

目
的

が
達

成
で

き
る

。
課

題
が

解
消

で
き

る
。

発
展

性
が

あ
る

。
（
8
1
～

1
0
0
％

）
　

４
．

　
目

的
を

達
成

す
る

こ
と

が
可

能
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
課

題
解

消
の

期
待

が
も

て
る

。
最

大
限

の
取

り
組

み
だ

と
考

え
ら

れ
る

（
6
1
～

8
0
％

）
　

３
．

　
目

的
達

成
、

課
題

解
消

を
す

る
た

め
に

は
、

一
部

改
善

を
加

え
た

ほ
う

が
よ

い
（
4
1
～

6
0
％

）
　

２
．

　
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
は

、
不

足
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

（
2
1
～

4
0
％

）
　

１
．

　
目

的
の

達
成

が
困

難
だ

と
思

わ
れ

る
。

効
果

が
あ

ま
り

期
待

で
き

な
い

（
0
～

2
0
％

）

◎
取

組
状

況
な

ど

【
取

り
組

ん
だ

内
容

／
実

績
】

取
り

組
ん

だ
内

容
及

び
実

績
に

つ
い

て
、

目
的

が
達

成
で

き
た

か
。

　
５

．
　

目
的

が
達

成
さ

れ
て

い
る

。
課

題
が

解
消

で
き

て
い

る
。

発
展

し
て

い
る

。
（
8
1
～

1
0
0
％

）
　

４
．

　
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
こ

の
ま

ま
継

続
し

て
取

り
組

む
べ

き
（
6
1
～

8
0
％

）
　

３
．

　
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
一

部
改

善
を

加
え

て
取

組
を

継
続

す
べ

き
（
4
1
～

6
0
％

）
　

２
．

　
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
不

足
し

て
い

る
部

分
を

追
加

し
て

継
続

す
べ

き
（
2
1
～

4
0
％

）
　

１
．

　
効

果
が

あ
ま

り
期

待
で

き
な

い
。

別
の

新
し

い
取

り
組

み
を

検
討

す
べ

き
。

（
0
～

2
0
％

）

3

市
民

の
役

割
、

市
民

が
で

き
る

こ
と

行
政

の
役

割
、

行
政

が
や

る
べ

き
こ

と

◎
改

善
点

、
不

足
す

る
部

分
な

ど
、

見
直

す
べ

き
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
挙

げ
て

く
だ

さ
い

。

※
「
２

．
取

組
状

況
な

ど
」
の

設
問

に
対

す
る

評
価

で
１

～
３

を
選

択
さ

れ
た

場
合

、
特

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

新
し

い
取

組
の

提
案

な
ど

が
あ

る
場

合
、

ア
イ

デ
ア

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

　
　

全
体
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５
.
目

標
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大
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が
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目

標
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が

で
き

て
い

る
　

３
.
一
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が
必

要
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掲
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み
内
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い

て
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目
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達
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、
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を

解
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い
く
こ

と
が
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そ
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か
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５

．
　

目
的
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き
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課
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発
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（
8
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４
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目
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を

達
成

す
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能
だ
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れ
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課
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解

消
の
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て
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最
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（
2
1
～
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１
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目
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と
思
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。
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な
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（
0
～
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◎
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状
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／
実
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】
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ん
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6
0
％

）
　

２
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た
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、
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足
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て
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部

分
を

追
加

し
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継
続

す
べ

き
（
2
1
～

4
0
％

）
　

１
．

　
効

果
が

あ
ま

り
期

待
で

き
な

い
。

別
の

新
し

い
取

り
組

み
を

検
討

す
べ

き
。

（
0
～

2
0
％

）

3

市
民

の
役

割
、

市
民

が
で

き
る

こ
と

行
政

の
役

割
、

行
政

が
や

る
べ

き
こ

と

◎
改

善
点

、
不

足
す

る
部

分
な

ど
、

見
直

す
べ

き
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
挙

げ
て

く
だ

さ
い

。
・
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治
会
に
お
い
て
も

・
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治
会
に
お
い
て
も

・
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治
会
に
お
い
て
も

・
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治
会
に
お
い
て
も

未
加
入
世
帯
に
勧
誘
に
行
く
こ
と
な
ど
検
討
す
る
と
よ
い
と

未
加
入
世
帯
に
勧
誘
に
行
く
こ
と
な
ど
検
討
す
る
と
よ
い
と

未
加
入
世
帯
に
勧
誘
に
行
く
こ
と
な
ど
検
討
す
る
と
よ
い
と

未
加
入
世
帯
に
勧
誘
に
行
く
こ
と
な
ど
検
討
す
る
と
よ
い
と

思
っ
た
。

思
っ
た
。

思
っ
た
。

思
っ
た
。

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
と
の
連
携
を
強
化
す
る
中
で
、
未
加

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
と
の
連
携
を
強
化
す
る
中
で
、
未
加

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
と
の
連
携
を
強
化
す
る
中
で
、
未
加

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
と
の
連
携
を
強
化
す
る
中
で
、
未
加

入
世
帯
の
方
に
自
治
会
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

入
世
帯
の
方
に
自
治
会
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

入
世
帯
の
方
に
自
治
会
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

入
世
帯
の
方
に
自
治
会
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

と
思
う
。

と
思
う
。

と
思
う
。

と
思
う
。

・
法
的
に
自
治
会
加
入
を
強
制
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
転
入
手
続
き
時
に

・
法
的
に
自
治
会
加
入
を
強
制
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
転
入
手
続
き
時
に

・
法
的
に
自
治
会
加
入
を
強
制
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
転
入
手
続
き
時
に

・
法
的
に
自
治
会
加
入
を
強
制
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
転
入
手
続
き
時
に

ペ
ー
パ
ー
で
案
内
す
る
の
み
だ
け
で
は
不
足
と
感
じ
る
。
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
い
。

ペ
ー
パ
ー
で
案
内
す
る
の
み
だ
け
で
は
不
足
と
感
じ
る
。
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
い
。

ペ
ー
パ
ー
で
案
内
す
る
の
み
だ
け
で
は
不
足
と
感
じ
る
。
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
い
。

ペ
ー
パ
ー
で
案
内
す
る
の
み
だ
け
で
は
不
足
と
感
じ
る
。
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
い
。

※
「
２

．
取

組
状

況
な

ど
」
の

設
問

に
対

す
る

評
価

で
１

～
３

を
選

択
さ

れ
た

場
合

、
特

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

新
し

い
取

り
組

み
の

提
案

な
ど

が
あ

る
場

合
、

ア
イ

デ
ア

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
・
自
治
会
加
入
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
外
国
人
の
加
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

・
自
治
会
加
入
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
外
国
人
の
加
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

・
自
治
会
加
入
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
外
国
人
の
加
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

・
自
治
会
加
入
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
外
国
人
の
加
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。
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と
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極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

・
市
が
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

・
市
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
も
自
覚
を
も
っ
て
各
地
区
の
自
治
会
で
取
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に
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達
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に
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け
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３
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２
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評
価

判
断

を
す

る
内

容
（

逐
条

解
説

抜
粋

）
評

価
す

る
視

点
・

ポ
イ

ン
ト

備
考

1
■

担
当

課
で

は
「

現
況

評
価

及
び

今
後

の
方

向
性

」
の

項
目

記
載

事
項

を
中

心
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

2
■

取
組

推
進

方
針

で
掲

げ
た

取
組

内
容

が
着

実
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。
■

取
組

の
効

果
が

あ
っ

た
と

認
め

ら
れ

る
か

。

■
市

民
と

行
政

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
で

考
え

て
く

だ
さ

い
。

（
片

方
の

み
し

か
該

当
が

な
い

と
思

わ
れ

る
場

合
は

片
方

の
み

の
記

入
と

し
て

く
だ

さ
い

。
）

■
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

他
の

取
組

提
案

な
ど

具
体

的
な

ア
イ

デ
ア

が
あ

る
場

合
は

記
入

を
し

て
く

だ
さ

い
。

 
５

つ
の

基
本

原
則

に
則

っ
て

い
る

か

①
市

民
主

役
の

原
則

ま
ち

づ
く

り
は

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
主

役
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

行
動

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

■
市

民
一

人
ひ

と
り

が
主

役
と

な
っ

て
、

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ら
れ

る
内

容
と

な
っ

て
い

る
か

。
■

市
民

の
自

覚
を

促
す

内
容

と
な

っ
て

い
る

か
。

■
市

民
が

ま
ち

づ
く

り
へ

の
興

味
・

関
心

が
も

て
る

内
容

と
な

っ
て

い
る

か
。

②
市

民
参

加
の

原
則

ま
ち

づ
く

り
は

、
市

民
が

市
政

や
ま

ち
づ

く
り

に
積

極
的

に
参

加
で

き
る

環
境

を
整

え
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

市
は

、
市

民
参

加
が

保
障

さ
れ

る
よ

う
制

度
整

備
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

自
治

会
や

ま
ち

づ
く

り
推

進
組

織
、

諸
団

体
に

お
い

て
も

市
民

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
、

開
か

れ
た

組
織

と
し

民
主

的
な

運
営

を
行

い
ま

す
。

■
市

民
に

開
か

れ
た

内
容

と
な

っ
て

い
る

か
。

■
市

民
の

参
加

が
可

能
な

内
容

と
な

っ
て

い
る

か
。

■
子

ど
も

及
び

若
者

の
参

加
に

配
慮

が
さ

れ
て

い
る

か
。

③
協

働
の

原
則

ま
ち

づ
く

り
は

、
市

民
、

議
会

及
び

行
政

ま
た

は
市

民
同

士
が

お
互

い
の

立
場

を
尊

重
し

な
が

ら
対

等
な

立
場

の
も

と
連

携
及

び
協

力
し

て
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

■
対

等
な

立
場

で
連

携
及

び
協

力
し

た
ま

ち
づ

く
り

が
図

ら
れ

て
い

る
か

。
■

市
民

同
士

の
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

■
市

民
と

行
政

の
協

働
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

■
市

民
と

議
会

の
協

働
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

④
情

報
共

有
の

原
則

市
民

が
市

政
に

参
加

し
、

協
働

の
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

に
は

、
議

会
や

行
政

の
持

っ
て

い
る

情
報

を
適

切
な

時
期

に
、

正
確

に
、

わ
か

り
や

す
く

提
供

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

市
民

も
自

分
た

ち
が

持
っ

て
い

る
地

域
の

情
報

を
積

極
的

に
提

供
し

、
様

々
な

活
動

が
互

い
に

有
効

に
機

能
す

る
こ

と
に

努
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
市

民
、

議
会

及
び

行
政

が
そ

れ
ぞ

れ
の

情
報

を
共

有
す

る
と

い
う

原
則

を
定

め
て

い
ま

す
。

■
市

民
、

議
会

及
び

行
政

で
情

報
共

有
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

■
情

報
発

信
に

配
慮

が
さ

れ
て

い
る

か
。

■
市

民
が

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
か

。

⑤
効

率
性

の
原

則
ま

ち
づ

く
り

を
担

う
人

々
が

心
が

け
る

こ
と

と
し

て
、

限
り

あ
る

資
源

を
有

効
活

用
し

、
事

業
が

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
行

わ
れ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

■
効

率
的

に
行

わ
れ

る
内

容
と

な
っ

て
い

る
か

。
■

類
似

事
業

の
重

複
な

ど
ム

リ
・

ム
ラ

・
ム

ダ
が

な
い

（
少

な
い

）
。

■
事

業
の

見
直

し
、

組
織

の
見

直
し

が
さ

れ
て

い
る

か
。

■
人

材
育

成
が

で
き

て
い

る
、

ま
た

は
人

材
育

成
の

配
慮

が
さ

れ
て

い
る

か
。

5
（

例
）

○
○

○
○

に
つ

い
て

改
善

を
し

た
ら

よ
く

な
る

と
思

う
。

（
例

）
取

り
組

み
が

広
く

市
民

に
浸

透
し

て
き

て
い

る
と

感
じ

て
い

る
。

感
想

、
提

案
な

ど
ど

ん
な

こ
と

で
も

結
構

で
す

。
特

に
な

い
場

合
は

空
欄

の
ま

ま
で

か
ま

い
ま

せ
ん

。

4

検
証

を
し

て
い

た
だ

く
取

組
は

、
５

つ
の

基
本

原
則

す
べ

て
に

あ
て

は
ま

る
も

の
ば

か
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

中
に

は
２

項
目

だ
け

に
該

当
し

、
残

り
の

３
項

目
は

該
当

し
な

い
（

評
価

の
対

象
と

な
ら

な
い

）
取

組
も

あ
り

ま
す

。
原

課
の

自
己

評
価

を
参

考
に

、
該

当
す

る
基

本
原

則
の

項
目

に
つ

い
て

の
み

検
証

（
評

価
）

を
し

て
く

だ
さ

い
。

自
由

意
見

・
コ

メ
ン

ト

瑞
浪

市
市

民
ま

ち
づ

く
り

会
議

　
　

取
組

の
検

証
（
評

価
）
基

準
瑞

浪
市

市
民

ま
ち

づ
く
り

会
議

　
　

取
組

の
検

証
（
評

価
）
基

準
瑞

浪
市

市
民

ま
ち

づ
く
り

会
議

　
　

取
組

の
検

証
（
評

価
）
基

準
瑞

浪
市

市
民

ま
ち

づ
く
り

会
議

　
　

取
組

の
検

証
（
評

価
）
基

準

検
証

（
評

価
）

す
る

項
目

取
組

推
進

方
針

・
検

証
（

評
価

）
対

象
と

し
て

取
り

上
げ

て
い

る
取

組
に

対
す

る
検

証
（

評
価

）
を

し
て

く
だ

さ
い

。
（

目
標

設
定

値
な

ど
に

つ
い

て
は

、
す

で
に

別
の

計
画

や
審

議
会

等
で

定
め

ら
れ

て
お

り
、

今
回

の
取

組
検

証
（

評
価

）
の

対
象

で
は

な
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

）

・
不

足
し

て
い

る
点

が
あ

っ
た

り
、

改
善

が
必

要
だ

と
評

価
さ

れ
た

こ
と

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
な

改
善

策
な

ど
を

コ
メ

ン
ト

し
て

く
だ

さ
い

。

取
組

状
況

な
ど

3

改
善

点
、

不
足

す
る

部
分

な
ど

、
見

直
す

べ
き

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
、

具
体

的
に

挙
げ

て
く

だ
さ

い
。

新
し

い
取

組
の

提
案

な
ど



令和元年６月２１日　実施　

消防本部

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

27年度見直し

【取組状況など】【取組状況など】【取組状況など】【取組状況など】

１．本年度（現在まで）に取り組んだ内容１．本年度（現在まで）に取り組んだ内容１．本年度（現在まで）に取り組んだ内容１．本年度（現在まで）に取り組んだ内容

２．取組実施期間２．取組実施期間２．取組実施期間２．取組実施期間

３．本年度（現在まで）の取組実績３．本年度（現在まで）の取組実績３．本年度（現在まで）の取組実績３．本年度（現在まで）の取組実績

４．現況評価４．現況評価４．現況評価４．現況評価

瑞浪市市民まちづくり会議　　取組概要説明シート瑞浪市市民まちづくり会議　　取組概要説明シート瑞浪市市民まちづくり会議　　取組概要説明シート瑞浪市市民まちづくり会議　　取組概要説明シート

取
組
推
進
方
針

取り組み
小学生、中学生、高校生を対象とした応急手当の普及啓発
幼児、小学生による一日消防士（防災体験学習会）の開催

担当課

取
組
み

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

年　　度

取り組み内容

開催広報
応急手当講
習会、防災
体験学習会
等実施

応急手当講
習会、防災
体験学習会
実施

応急手当講
習会、防災
体験学習会
等実施

応急手当講
習会、防災
体験学習会
等実施

応急手当講
習会、防災
体験学習会
等実施

備　　　考

現況評価及び今後の
方向性

平成26年度中、小中高校生328人に応急手当講習を行いました。
幼少期から命の大切さや応急手当の重要性を根付かせることで、応急手当の普及、救命率
の向上に大きな効果が期待できます。また、防災体験学習も同様で、日頃の備えや助け合
いがいかに大切かを事例等から学習する場を提供します。
参加者の募集や申込みによる各種講習会（出前講座）を実施すると共に、市内中学生の職
場体験、小学４年生の社会見学及び児童・幼児の施設見学等を継続して行います。

市民参加の原則　：　少しでも多くの方に受講していただけるよう積極的に働きかける必要があります。

（３）評価に対する今後の取組み

子どもや若者の心に命の大切さや応急手当の必要性、防災への備えや助け合いの気持ちが少しでも根付くよう、限られた
時間の中で分かりやすく記憶に残る応急手当講習会、防災体験学習会となるよう努めます。

平成29年度中、応急手当講習を小学生160名、中学生306名、高校生20名及び大学生77名の計563名に対して実施し、応
急手当の必要性を啓発しました。また、授業の一環として、みずなみ防災会及び市生活安全課と協働し、小中学生279名、
高校生594名を対象にＤＩＧ（災害図上訓練）等を行い、自分たちの地域の危険箇所等を再確認するとともに、防災につい
て学習しました。その他に市内の幼児園児400名が地震体験車による地震体験、5名の中学生が消防署職場体験学習を、
289名の小学生と294名の幼児（親含む）等が消防署の見学を行いました。

　通年（４月１日～３月３１日）

平成30年度中、応急手当講習を小学生121人、中学生132人、高校生445人及び大学生67人の計765人に対して実施し、
応急手当の必要性を啓発しました。また、授業の一環として、みずなみ防災会及び市生活安全課と協働し、小中学生270
人を対象にＤＩＧ（災害図上訓練）等を行い、自分たちの地域の危険箇所等を再確認するとともに、防災について学習しまし
た。その他に5人の中学生が消防署職場体験学習を、309人の小学生と206人の幼児（親含む）等が消防署の見学を行いま
した。

（１）取り組んだ内容に対する評価

応急手当講習、DIG等訓練を引き続き実施しました。今後も受講生のニーズに合った講習内容となるよう努めます。

（２）５つの基本原則に関する評価

資料 No.１


